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Ⅰ　学校の規模及び地域環境

１　学校規模

学級数７ 児童数179名　教職員数16名

２　地域環境

本校は、羽越本線JRあつみ温泉駅からあつみ

温泉にいたる中間地点、ほぼ１キロメートルの

ところに位置している。学区は、国道７号線の

走る海岸線約５キロメートルにわたって連なる

地域と、日本海に注ぐ温海川と小国川に沿って

点在するあつみ温泉街を含む５つの地区からな

る。約４分の１の児童はスクールバスで通学し

ている。

海辺から山間部まで学区が広く人目につきに

くい場所が多いこと、また、新潟県境に近く温

泉街と大きな国道があるため人の出入りが常に

多いことが防犯上の課題である。

平成15年度、温海小学区は文部科学省より「地

域ぐるみ学校安全推進モデル事業」の指定を受

け、関係諸機関と連携をとりながら安全推進に

取り組んできた。現在、地域住民と保護者の防犯

意識は高く、車での安全パトロールや、「あつみ

子ども身守り隊」による登下校時の安全確保・安

全指導が、ボランティアによって行われている。

Ⅱ　取組のポイント

１ 親子で取り組む安全のための施設・設備の確認

と危険箇所点検で、安全・防犯意識を高める。

２ PTAと各自治会を中心に地区ごとに分割した詳

細な安全マップを作り、安全な地域づくりに役立

てる。

３ 学校・地域での安全指導に安全マップを活用す

る。

４ 定期的なマップの更新と社会情勢に応じたマッ

プの改善により、新たな危機や危険に適切に対処

する。

Ⅲ　取組の概要

１ 親子で取り組む地域の安全施設等の確認・点

検と、「あつみ地域安全マップ」づくり

（１）活動のねらい

○ 各地区の子ども会ごと、親子一緒に安全のた

めにある施設や設備、危険箇所等を歩いて調べ

ることによって、登下校時等の危険な状況を想

定・実感しながら、命を守る安全な行動を親子

で確認し合い、安全に対する意識を高める。

○ 各地区で行った確認・点検をもとに、地域の

安全マップを作成し、各家庭と地域及び関係諸

機関に配布することにより、子どもとその保護

者、地域住民が温海小学校区にある安全施設・

危険箇所等を理解し、自らの安全確保に活用す

るとともに、学校・家庭・地域が連携して子ど

もが安心して生活できる地域づくりに役立て

る。

（２）「あつみ地域安全マップ」作成の手順

①　第１回あつみ学校安全推進委員会

＜地域ぐるみ学校安全推進事業の推進委員会＞

・安全マップ作成の趣旨説明

・PTA及び各自治会、関係諸機関へ協力依頼

②　PTA生活育成部会

＜各地区において、保護者の中から選出された

PTA生活育成部員による会議＞

・安全マップの作成の計画立案

・マップに書き込む内容の検討

・各地区の記録用マップ準備

・地区懇談会での提案資料作成

③　地域懇談会（全10地区で開催）

出席者：地区自治会・子ども育成会・保護者

学校から地区担当者

進　行：各地区PTA生活育成部員

子ども・保護者・地域の防犯意識を高め、安全・安心・安定した
地域づくりを推進する「あつみ地域安全マップ」づくりの取組

鶴岡市立温海小学校　　　　校長　長谷川　芳　男
〒997-7205 山形県鶴岡市温海字荻田240-1 Tel（0235）43-3101
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「あつみ地域安全マップ」づくりを行った15年度の

表紙

網がけになっているところが安全マップづくりの提案

○「あつみ地域安全マップ」づくりの提案・協議

＜提案内容＞

１　ねらい　前述の通り

２　取り組む時期

夏休み中（各地区の行事予定や実態に合わせて

実施）

３　取り組み方

（１）それぞれの地区で、保護者または子ども育成

会等の役員が、子ども達と一緒に地区をまわ

りながら、子どもと大人の両方の目線で発見

した危険箇所等を地域の地図に書き込む。

（２）それぞれに書き込んだ地図を、各地区のPTA

生活育成部員が中心になって集約し、地区の

安全マップを作る。

（３）各地区の安全マップを集約し、「あつみ地域安

全マップ」を作成する。

（４）完成した「あつみ地域安全マップ」を各家庭

と各地区並びに関係諸機関に配布し、子ども

達の生活安全や安全確保、地域づくりに役立

てる。

４　その他　

（１）３（１）の取り組み方の例

ア　地域発見ウォークラリー（子ども会行事とし

て実施、各地区が探検場所）

子ども達がいくつかのグループに分かれ、

探検の道筋を書いた地図を持ち、チェックポ

イント（子ども110番の家等）でクイズ等を

解きながら地域をまわる。その活動の中で、

危ない場所、地区のいいところなどを見つけ

るという目当ても持たせ、書き込ませる。グ

ループには、保護者や子ども育成会役員が一

名以上入るようにして活動を見守る。

イ　ラジオ体操の行き帰りに、安全施設等の確認

と危険箇所の点検を行う。

ラジオ体操の時に地図を配布、行き帰りの

道で危ないと思った場所を書き込ませる。そ

の後、子ども会役員や保護者が子どもの記録

した地図をもとに確認して歩く。

（２）確認・点検してマップに書きこむ内容の例

ア　児童の通学路として、また、一般の歩行者に

とっても通行中に危ないと思われるところ。

○歩行者の安全を守る設備の不足や不備

（歩道、ガードレール、横断歩道、信号、道路

標識・表示、カーブミラー、側溝のふたなど）

○季節や天候によって危険な場所

（落石がある、水があふれる、凍結しやすい、強

い風が吹くと押し出される、積雪によって通れ

なくなる歩道や路側帯など）

○人通りの少ないところや見通しの悪い場所

（人家の少ない道や林道、トンネルの出入り口

やカーブ、建物の陰など）

○工事中の場所や障害物など

（足元や頭上に歩行の妨げになるものがある）

○歩道の幅や道幅、交通量

（歩道幅が狭い、駐停車中の車が多い、時間帯

によって交通量が多い、大型車がよく通る）

○急な階段や坂道

イ　子どもが遊ぶとき、心配される場所や事柄

○時間帯によって人通りが少なくなる場所、め

ったに大人が行くことがない子どもの遊び場

など、地域の人の目が届きにくくなる場所

○もともと子どもだけでは危険な場所や、安全

上の設備等の不足や不備、遊び方によっては

危険となる場所など（川、磯、砂浜、池、山、

林、防火用水など）

○河川の放水があった場合に危険な場所

ウ　自転車走行中、危ないと思われる場所

○道路の起伏や陥没など

エ　自動車の運転者から見て、危ないと思われる

場所

○飛び出しが多い場所など

オ　自然災害などが起こったときの危険箇所

カ　安全のための施設

○子ども110番設置箇所

○災害発生時避難場所

キ　明るい街づくりに役立つ事柄（子どもの視点

で）

○地域を美しく保つため必要だと思う設備や活

動（道路わきに花を植える、「ゴミは持ち帰

りましょう」の呼びかけ看板など）

○その他子どもの考えで、あったらいいなと思

う設備など

ク　その他

（３）書き込み用マップを地区ごとに作り、夏休み

前に全児童に配布する。書き込む内容は、子

どもたちにも分かるように整理し、書き込み

用マップに添付する。
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④　地区ごとの点検（夏休み中の子ども会等で）

・危険箇所や安全設備等の点検、記録　⇒図１

・PTA育成部員による地区ごとのマップ集約

図１　全児童に配布した書き込み用マップのプリントの例＜湯温海下地区、保護者が書き込みしたもの＞

図２　PTA生活育成部員が集約した集約マップの例＜図１のように書き込みされたものを１枚にまとめる＞
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⑤　PTA生活育成部会

・各地区の集約マップ書き込み等の調整

・各地区集約マップの完成　　　　　　⇒図２

⑥　学校職員による担当地区の点検・確認

・集約マップにまとめられた各地区の危険箇所と

安全施設等の状況確認と点検

・危険箇所と安全施設の補足、書き込み⇒図３

⑦　推進委員会事務局によるマップの構成検討

・集約マップの全体調整

・「あつみ地域安全マップ」の構成検討

夏休み中に子ども会行事で行った「安全点検」の様子 学校職員による担当地区の点検・確認のための資料

図３　学校職員の状況確認と点検によって書き加えられたマップの例

＜湯温海上地区、囲んである部分が書き加えられた内容＞
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⑧　「あつみ地域安全マップ」の完成 B４版、全８ページ（一部省略）
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⑨　マップの配布と活用の呼びかけ

・全児童の家庭及び関係諸機関へ配布

２ 「あつみ地域安全マップ」の活用と更新・改善

（１）学校安全計画（表１）の中に位置づけた安全

マップの活用

ア　安全学習を取り入れた行事・教科等での活用

・自然教室でのウォークラリーマップ　⇒図４

・生活科・社会科での町探検等のマップ

・学級活動での安全に関わる学習の補助資料

イ　あつみ学校安全コーナーへの掲示

・登下校時の安全に対する意識の高揚

（２）地域での安全マップの活用

ア　各地区の公民館等への掲示

・地域ぐるみで子どもの命を守る意識の高揚

・危険箇所等の理解と対策の検討、改善実施

・自治会から関係諸機関への働きかけ

イ　長期休業中の子ども会行事での活用

・地区の探検マップとして

・夏休み中の親子での安全点検、安全指導

平成16年度地域懇談会での話し合いの資料

○夏休み中に、安全マップを使って安全指導を行う。

○地域に潜む危険に対しての安全対策や改善策を検

討し、実践していくための話し合いの場を持つ。

図４　５年自然教室でウォークラリーマップに活用した例

安全のための施設や設備、危険箇所を確認しながら探検
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図５　平成17年度春の安全点検マップ書き込み資料 通学路マップづくりに取り組む子どもたち

⇒安全マップへ書き加え、地区での安全指導、

安全対策の検討、パトロールの実施へ

（３）安全マップの定期的更新（書き加え）

ア　PTA生活育成部の安全点検（５月・11月）の

結果から「書き込み資料」を発行⇒図５

イ　夏休み中に子ども会行事で行う安全点検とマ

ップへの書き込み

（４）子ども一人一人の命を守る通学路マップ作り

（平成17年度の取組）

ア　ねらい

○子ども一人一人の家から学校までの通学路を

把握し、下校時にどうしても一人になってし

まう区間がある子どもについて、本人と家庭

に注意を促すとともに、地域や「あつみ子ど

も見守り隊」のボランティア、警察など関係

諸機関に対して、下校時の安全確保を働きか

ける。

イ　マップ作りの取組

①　担任が、地区ごとに拡大した詳細な地図に、

子どもの家を書きこむ。

②　登校班長が中心になって、自分の班員の通

学路を赤で書きこむ。

③　しおかぜ子ども会の時間に、子ども会ごと

に地図上で全員の通学路を確認し、安全の

ためにある施設や設備を色マジックやシー

ルで表す。一人になる子どもの把握。

④　一斉下校指導で、通学路等の確認。また、

その場での安全指導を行う。

⑤　学校から、家庭・関係諸機関に働きかける。

自治会からも働きかけてもらう。

Ⅳ　成果と課題

○　子どもたちは、安全マップ作りの活動を通し

て、どんな場所が危険なのか、緊急時にはど

のように行動したらいいのかを実感しながら

理解し、自分の命を自分で守るという心構え

と安全への意識が高まった。

○　保護者や地域の人たちの「子どもの命を守る」

という意識が高まり、登下校時の安全パトロ

ールや「あつみ子ども見守り隊」の活動に取

り組む人が増えた。通学路マップづくりの活

動も、現在進行中である。

●　学区が広く人目につかない場所も多い。かけ

がえのない子どもの命を守るため「あつみ子

ども見守り隊」の活動への参加を更に呼びか

けていく。

５年自然教室でのウォークラリー（安全マップの活用）
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